
建　
設　
省　
と　
東　
京　
都　
が　
実　
施　
し　

た　
今　
回　
の　
調　
査　
で　
は　
、　
全　
体　
で　

23
の　
項　
目　
が　
あ　
り　
、　
主　
に　
次　
の　

三　
点　
に　
つ　
い　
て　
調　
査　
を　
行　
い　
ま　

し　
た　
。　

一　
、　
首　
都　
圏　
に　
お　
け　
る　
「　
道　

路　
な　
ど　
の　
社　
会　
資　
本　
整　
備　
」　に　
つ　

い　
て　
の　
評
価

二
、　
外
環
の　
認
知　
の　
度
合　
い　

三　
、　
建　
設　
省　
と　
東　
京　
都　
が　
計　

画　
し　
て　
い　
る　「　
新　
し　
い　
検　
討　
方　
法　
」　
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東京外かく環状道路広報紙

「「首首都都圏圏のの社社会会資資本本整整備備とと東東京京外外かかくく環環状状

道道 路路（（外外環環 ））にに 関関すす るるアアンンケケ ーートト 調調査査 」」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
ご
報
告
し
ま
す

建　
設　
省　
と　
東　
京　
都　
で　
は　
、　
今　
年　
２　
月　
〜　
３　
月　
に　
「　
首　
都　
圏　
の　
社　
会　
資　
本　
整　
備　
と　
東　
京　
外　
か　

く
環
状
道
路　
（　
外
環　
）　に　
関
す
る
ア　
ン　
ケ　
ー
ト
調
査
」　を
実
施
し
ま
し
た
。　

こ　
の
調
査
は
、　
首
都
圏
に
お
け
る
道
路
な
ど　
の
社
会
資
本
整
備
の
評
価
、　「
外
環
」　
の
認

知
の
度
合
い　
、　「
新
し　
い
検
討
方
法
」　
に　
つ　
い　
て　
の
皆
様
の
ご
意
見
な
ど
を
把
握
す
る
た
め　

に
行　
っ　
た
も
の　
で
す　
。　

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
地
元
の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
、　
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
が
終
わ
り
ま　
し　
た　
の　
で
そ

の
概
要
を
ご　
紹
介
し
ま
す　
。　

【
概
要
は
２
〜
３
面
に
掲
載
】　

に　
つ　
い　
て　
の　
ご　
意
見

首
都
圏
の
渋
滞
に　

つ　
い　
て
は
？

こ　
の
う
ち
、　「
道
路
な
ど
の

社
会
資
本
整
備
の
評
価
」　
に　
つ　

い　
て
は
、　
次
の
よ
う
な
評
価

が
出
て　
い
ま
す　
。　
例
え
ば
、　

「
首
都
圏
の
渋
滞
状
況
」　（
質

問
3
）　
で
は
、　

○
非
常
に
渋
滞
が
ひ

ど　
い　
と
思
う

…

35  
・　

9  
％

○
渋
滞
が
ひ
ど　
い　
と
思
う
…

56  
・　
4
％

と
合
計
92  
・　
3
％　
の
方
が　
「
渋

滞
が
ひ
ど　
い
」　
と
答
え
て　
い
ま

す　
。　
こ
れ
に
対
し　
て
、　「
渋
滞

は
な
い
」　
と
答
え
た
方
は
、　

○
あ
ま
り
渋
滞
は
な　
い　
と
思

う
…
6  
・　
6  
％

○
ま　
っ　
た
く
渋
滞
は
な　
い　
と

思
う
…
0  
・　
2  
％

と
、　
合
計
6  
・　
8  
％　
（
無
回
答

0  
・　
9  
％
）　
で
し
た
。　

計　
画　
を　
「　
知　
っ　
て　
い　

る
」　
人
は
？

ま　
た　
こ　
の　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
で　
は　
、　

「　
外　
環　
計　
画　
に　
つ　
い　
て　
ど　
の　
程　
度　

ご　
存　
じ　
で　
す　
か　
」　
と　
い　
う　
質　
問　
を　

し　
て　
い　
ま
す　
。　

例　
え　
ば　
、　「　
関　
越　
道　
（　
大　
泉　
）　か　

ら　
東　
名　
高　
速　
間　
の　
外　
環　
が　
計　
画　

さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
こ　
の　
計　
画　
に　

つ　
い　
て　
あ　
な　
た　
は　
ど　
の　
程　
度　
ご　
存　

知　
で　
す　
か　
」　（
質
問　
12  
）　で　
は　
、　

○　
詳　
し　
く　
知　
っ　
て　
い　
る　
…　
5  
・　
0  
％　

○　
あ
る
程
度
知　
っ　
て　
い
る
…

39  
・　
5
％

と　
、　「　
知　
っ　
て　
い　
る　
」　
と　
答　
え　
た　
方　

は　
、　
44  
・　
5  
％　
で　
し　
た　
。　
こ　
れ　
に　

対　
し　
て　
、　

○　
名　
前　
は　
聞　
い　
た　
こ　
と　
が　
あ　
る　

よ
う
な
気
が
す
る
…　
24  
・　
9  

％

○
知
ら　
な　
か　
っ　
た　
…　
30  
・　
1  

％

と　
、　
よ　
く　
ご　
存　
知　
で　
な　
い　
方　
は　

55
・　
0

％
で
し
た　
（
無
回
答

0  
・　
４
％
）
。　

「　
新　
し　
い　
検　
討　
方　
法　
」　

に　
つ　
い　
て　
は　
？

質　
問　
21  
の　
関　
越　
道　
（　
大　
泉　
）　か　

ら　
東　
名　
高　
速　
の　
東　
京　
都　
区　
間　
の　

「　
外　
環　
」　
計　
画　
に　
つ　
い　
て　
「　
新　
し　
い　

検　
討　
方　
法　
で　
検　
討　
を　
行　
う　
こ　
と　
」　

（　
注　
）　に　
つ　
い　
て　
の　
結　
果　
は　
次　
の　
よ　

う　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま
す　
。　

○　
検　
討　
を　
行　
う　
べ　
き　
で　
あ　
る　
…　

33  
・　
9  

％

○
内
容
や
進
め
方
に
よ　
っ　
て

は
、　
検
討
を
行　
っ　
て
も
よ
い

…
57  
・　
5  

％

こ
の
二
つ
の
回
答
の
合
計
は

91  
・　
4

％
で
、　

○
検
討
に
賛
成
で
き
な
い　
の　

で
行
わ
な
い
ほ
う
が
よ
い
…

3  
・　
4

％

○　
ど　
ん　
な　
検　
討　
方　
法　
で　
も　
行　
う　

べ　
き　
で　
な　
い　
…　
3  

・　
4  

％

の　
合　
計　
が　
6  

・　
8  

％　
と　
な　
っ　
て　
い　

ま
す　
（
無
回
答　
1  

・　
8  

％　
）　。　

今　
回　
の　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
調　
査　
は　
、　

今
後
の
検
討
に
活
用
し　
て　
い　

き
た　
い
と
考
え
て　
い
ま
す　
。　

調　
査　
票　
、　
エ　
リ　
ア　
別　
の　
各　
回　

答　
な　
ど　
の　
詳　
細　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
で　
紹　
介　
し　
て　
い　

ま
す
。

集計結果がまとまる

（
注
）　

新
し　
い
検
討
方
法
と
は

都
市
計
画
や
環
境　
ア　
セ　
ス　
メ　
ン　

ト
な
ど　
の
手
続
き　
に
入
る
前　
の
計

画
づ　
く
り　
の
初
期　
の
段
階
か　
ら
、　

関
係
す
る
自
治
体
や
地
域
住
民　

の
方
々　
な
ど　
多
方
面　
の
人
々　
に
対

し　
、　
広
く
情
報
を
公
表
し　
、　
情
報

を
共
有
し　
た
上
で　
、　
ワ　
ー　
ク　
シ　
ョ　
ッ　

プ　
、　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト
調
査
な
ど
多
様

な
手
段
で　
、　
意
見
や
意
向
を
把
握

し　
、　
そ　
の
結
果
を
分
類
、　
整
理
し　

て
公
表
す
る
な
ど
、　
住
民
と
行
政　

の
双
方
向　
の　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
ケ　
ー　
シ　
ョ　
ン　

活
動
を
展
開
し　
、　
そ
れ
ら　
を
計
画

づ
く
り
に
反
映
さ
せ　
る
こ
と
。　

集計を終えたアンケート用紙

外環大泉IC付近

「３環状９放射」の高速道路ネットワーク構想と
東京外かく環状道路（外環）

東京外かく環状道路（外環）関越道～東名高速間のこれまでの経緯さ　
る　
４　
月　
28
日　
と　
７　
月　
28

日　
、　
外　
環　
に　
関　
す　
る　
地　
元　
住　
民　

団　
体　
と　
東　
京　
都　
、　
建　
設　

省　
と　
の　
話　
し　
合　
い　
が　
行　

わ
れ
ま
し
た
。

一　
回　
目　
の　
話　
し　
合　
い　

は　
三　
鷹　
市　
役　
所　
第　
二　
庁　

舎　
で　
、　
二　
回　
目　
は　
世　
田　

谷　
区　
砧　
総　
合　
支　
所　
に　
お　

い　
て　
行　
わ　
れ　
、　
外　
環　
道　

路　
反　
対　
連　
盟　
な　
ど　
住　
民　

５　
団　
体　
の　
代　
表　
と　
、　
東　

京　
都　
、　
建　
設　
省　
の　
担　
当　

者
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ　
の　
話　
し　
合　
い　
は　
今　

後　
も　
継　
続　
し　
て　
行　
わ　
れ　
る　
こ　
と　

に
な
っ
て
い
ま
す
。【
４
面
へ
】第1回目の話し合いは三鷹市役所で行われた

住　
民　
団　
体　
と　
の　
話　
し　
合　
い　
始　
ま　
る　
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社
会
資
本　
・　
環
状
道
路　
の　
整
備　
・

新
し　
い　
検
討
方
法
等　
へ　
の　
ご
意
見

「
首
都
圏
の
社
会
資
本
整
備
と
東
京
外
か
く
環
状
道
路　
（
外
環
）　
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」　
結
果
の
概
要

首
都
圏
の
渋
滞
が
「
ひ
ど　
い
」　
と

思　
っ　
て　
い　
る
人
は
約
92
％　
。

首　
都　
圏　
の　
渋　
滞　
状　
況　
に　

つ　
い　
て　
「　
非　
常　
に　
渋　
滞　
が　

ひ　
ど　
い　
と　
思　
う　
」　
が　

35
・　
9
％　
、　「　
渋　
滞　
が　

ひ　
ど　
い　
と　
思　
う　
」　
が　

56  
・　
4
％　
で　
あ　
り　
、　

合　
わ　
せ　
て
92  
・　
3
％　

の
人
が
首
都
圏
の
渋

滞
を
ひ
ど　
い　
と
思　
っ　

て　
い
る
。　

首　
都　
圏　
に　
幹　
線　
道　

路　
が　
「　
足　
り　
な　
い　

と　
思　
う　
」　
と　
答　
え　

て　

い　

る　

人　

は　

約　

首
都
圏　
の
道
路
整
備
に　
つ　
い　

て　
「
非
常
に
足
り
な　
い　
と
思
う
」　

が　
16  
・　
5  

％
。

「　
か　
な
り
足
り
な　
い　
と
思
う
」　

が　
28  
・　
4  

％
。

「
多
少
足
り
な　
い　
と
思
う
」　

が
41  
・　
7  

％
。

合　
わ　
せ　
て　
86  
・　
6  

％　
の　
人　
が　

幹　
線　
道　
路　
を　
足　
り　
な　
い　
と　
思　
っ　

て　
い　
る
。　

「　
環　
状　
道　
路　
を　
整　
備　
す　
べ　
き　
だ　
」　
と　

い　
う　
意　
見　
に　
は　
、　「　
賛　
成　
で　
き　
る　
」　
が　

約　
81  
％　
、　「　
賛　
成　
で　
き　
な　
い　
」　
が　
約　

環　
状　
道　
路　
を　
整　
備　
す　
る　

べ　
き　
だ　
と　
い　
う　
意　
見　
に　
対　

し　
て　
「　
非　
常　
に　
賛　
成　
で　
き　

る　
」　
が　
35  
・　
2  
％　
、　「　
賛　
成　
で　

き　
る　
」　が　
45  
・　
3  
％　
で　
あ　
り　
、　

合　
わ　
せ　
て　
80  
・　
5  
％　
の　
人　
が　

整　
備　
す　
る　
べ　
き　
と　
考　
え　
て　

い　
る　
。　
一　
方　
、　「　
あ　
ま　
り　
賛　

成　
で　
き　
な　
い　
」　
と　
「　
ま　
っ　
た　

く　
賛　
成　
で　
き　
な　
い　
」　
を　
合　

わ　
せ　
た　
18  
・　
9  
％　
の　
人　
が　

整　
備　
に　
賛　
成　
で　
き　
な　
い　
と　

思　
っ　
て　
い　
る　
。　

【　
問　
３　
】　
首　
都　
圏　
の　
渋　
滞　
状　
況　
に　
つ　
い　
て　
ど　
の　
よ　
う　
に　
思　
っ　
て　
い　

ま　
す
か　
。　
次　
の
中
か　
ら　
１　
つ　
だ
け
選
ん　
で
○
を　
つ　
け　
て
下
さ　
い　
。　

【　
問　
４　
】　
首　
都　
圏　
の　
道　
路　
整　
備　
に　
つ　
い　
て　
お　
伺　
い　
し　
ま　
す　
。　
東　
京　

23
区　
や　
そ　
の　
周　
辺　
に　
お　
い　
て　
環　
状　
8
号　
線　
や　
甲　
州　
街　
道　
な　
ど　
の　
幹　
線　

道　
路　
が　
足　
り　
な　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
か　
。　
次　
の　
中　
か　
ら　
１　
つ　
だ　
け　
選　
ん　
で　

○
を　
つ　
け　
て
下
さ　
い　
。　

【　
問　
７　
】　
首　
都　
圏　
に　
お　
け　
る　
交　
通　
対　
策　
と　
し　
て　
、　
道　
路　
や　
公　
共　
交　
通　
の　

整　
備　
に　
つ　
い　
て　
は　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
考　
え　
方　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
次　
の　
よ　
う　
な　
意　
見　
に　

つ　
い　
て　
、　
あ　
な　
た　
は　
ど　
の　
よ　
う　
に　
思　
い　
ま　
す　
か　
。　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
に　
つ　
い　
て　
１　
つ　

ず　
つ　
○
を　
つ　
け　
て　
お
答
え
下
さ　
い　
。　

【　
問　
８　
】　
環　
状　
道　
路　
に　
は　
放　
射　
方　
向　
の　
道　
路　
同　
士　
を　
結　
び　
、　
都　
心　
を　
通　
過　
す　
る　

だ　
け　
の　
ク　
ル　
マ　
を　
バ　
イ　
パ　
ス　
さ　
せ　
る　
役　
割　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
東　
京　
で　
は　
首　
都　
高　
速　
中　
央　
環　

状　
線　
や　
環　
状　
７　
号　
線　
、　
環　
状　
８　
号　
線　
が　
そ　
れ　
に　
あ　
た　
り　
ま　
す　
。　
と　
こ　
ろ　
が　
現　
在　
あ　
る　
環　

状　
道　
路　
は　
慢　
性　
的　
に　
渋　
滞　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　
た　
め　
都　
心　
を　
通　
ら　
な　
い　
で　
移　
動　
で　
き　
る　

よ　
う　
に　
、　
新　
た　
に　
環　
状　
道　
路　
を　
整　
備　
す　
る　
べ　
き　
だ　
と　
い　
う　
意　
見　
が　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
あ　
な　

た　
は　
ど　
の　
よ　
う　
に　
思　
い　
ま　
す　
か　
。　
次　
の　
中　
か　
ら　
１　
つ　
だ　
け　
選　
ん　
で　
○　
を　
つ　
け　
て　
下　
さ　
い　
。　

【　
問　
11
】　
首
都
圏
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
高
速
道
路
を
今
後
、　
整
備
す
る

こ
と
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
１　
つ
だ
け
選
ん
で
○
を　
つ

け
て
下
さ
い
。

アンケートは、次のような概要で行われました。

1．実施期間

平成12年2月11日（金）～3月30日（木）

2．調査対象エリアと調査人数

直接影響を受ける外環沿道７区市（練馬区、杉並区、世田谷区、武蔵野市、三鷹市、調布市、狛江市）を中心にアンケー

トの数を多く設定しています。また、広域的な範囲（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）についても、客観的な意向を

把握出来るよう、人口規模に応じてアンケートの数を設定し、調査人数を7019人としました。

3. 調査作業方法

調査人数（7 , 0 1 9人）を確保するため、予備調査対象者（3 , 5 3 0人）を準備しました。調査にあたり、転居、長期不在などの理

由により「調査不可能」な場合に、予備調査対象者から機械的に繰り上げて、調査人数（7 , 0 1 9人）を確保しました。本号でご

紹介しているのは、この調査人数7 , 0 1 9人（回答者6 , 2 7 8人、無回答者7 4 1人）を対象とした結果です。なお、予備調査対象者

を含めた全数は1 0 , 5 4 9人であり、全数から不可能数2 , 1 8 8人を除いた調査対象者数は8 , 3 6 1人です。8 , 3 6 1人（回答者7 , 2 5 1人、

無回答者1 , 1 0 1人）の結果もホームページで参考に公開しています。その集計結果と本号でご紹介している集計結果は、お

おむね一致しています。

4. 調査対象

20歳以上

5．調査手法

訪問留置法（調査員が調査対象者の自宅を訪問し、調査

票を留置し、数日後、再訪問し調査票を回収する方法）

6．抽出方法

住民基本台帳より各種世論調査で一般に用いられている

公正で偏りのない抽出方法（層化二段無作為抽出法）に

よって抽出しています。

7．調査主体

建設省関東地方建設局川崎国道工事事務所

東京都都市計画局施設計画部街路計画課

3
環　
状　
9

放　
射　
の　
整　
備　
に　
関　

し　
て　
「　
と　
て　
も　
必　
要　
だ　
と　
思　
う　
」　

が　
29  
・　
8

％　
、　「　
必　
要　
だ　
と　
思　
う　
」　

が　
49  
・　
9

％　
で　
あ　
り　
、　
合　
わ　
せ　
て　

79  
・　
7

％　
の　
人　
が　

整　
備　
が　
必　
要　
だ　
と　

思　
っ　
て　
い　
る　
。　
一　

方　
、　「　
あ　
ま　
り　
必　

要　
な　
い　
と　
思　
う　
」　

と　
「　
ま　
っ　
た　
く　
必　

要　
な　
い　
と　
思　
う　
」　

を　

合　

わ　

せ　

た　

19  
・　
7

％　
が　
整　

備　
を　
必　
要　
な　
い　

と
思　
っ　
て　
い　
る　
。　

３　
環　
状　
９　
放　
射　
の　
整　
備　
を　
「　
必　
要　
だ　
」　

と　
思　
っ　
て　
い　
る　
人　
は　
約　
80  
％　
、　「　
必　
要　

な　
い　
」　
と　
思　
っ　
て　
い　
る　
人　
は　
約
20  
％　
。　

アンケート回答者6278人の属性

1. 性

2. 年齢

3. 職業
多い順に会社員・公務員・団体職員4 2 . 5％、専業主婦

2 0 . 7％、自営業1 3 . 9％、パート・アルバイト1 0 . 3％、無職

6 . 7％、学生2 . 8％、自営業2 . 4％、その他0 . 7％、無回答

0.1％。

4. 居住年数
１年未満3 . 3％、１～5年未満1 7 . 3％、5～1 0年未満1 4 . 5％、

1 0～2 0年未満 1 9 . 8％、2 0～3 0年未満 2 1 . 3％、3 0年以上

23.4％、無回答0.4％。

5. 世帯の自動車保有
保有73.5％、保有なし24.9％、無回答1.6％。

※グラフの合計値が四捨五入の関係で１００％にならないことがありま

（2）

首　
都　
圏　
に　
お　
け　
る　
交　
通　
対　
策　
と　
し　

て　

、　

道　
路　
や　
公　
共　
交　
通　
の　
整　
備　
に　
つ　
い　
て　

以　
下　
の　
意　
見　
に　
「　
ま　
っ　
た　
く　
そ　
う　
思　
う　
」　「　
や　
や　
そ　
う　
思　
う　
」　
と　
答　
え　
た　

人
は
合
わ　
せ　
て　
―
―

ア　
・　
高　
速　
道　
路　
や　
幹　
線　
道　
路　
な　
ど　
の　
整　
備　
を　
進　
め　
る　
べ　
き　
だ　
…　
約　
68  
％　

イ　
・　
身　
の　
ま
わ
り　
の　
地
域　
の　
道
路
を
整
備
す　
べ　
き　
だ
…
約　
73  
％

ウ　
・　
都　
心　
へ　
入　
っ　
て　
く　
る　
ク　
ル　
マ　
に　
料　
金　
を　
徴　
収　
す　
る　
措　
置　
（　
ロ　
ー　
ド　
プ　
ラ　

イ　
シ　
ン　
グ　
制　
度　
）　を　
と　
り　
、　
都　
心　
へ　
の　
ク　
ル　
マ　
の　
流　
入　
量　
を　
抑　
制　
す　
べ　
き　

だ
…
約　
42  
％

エ　
・　
渋　
滞　
を　
解　
消　
す　
る　
た　
め　
に　
、　
相　
乗　
り　
、　
時　
差　
通　
勤　
、　
物　
流　
の　
輸　
送　
効　

率　
向　
上　
な　
ど　
、　
適　
切　
な　
ク　
ル　
マ　
の　
利　
用　
方　
法　
を　
進　
め　
る　
べ　
き　
だ　
…　
約　
75  
％　

オ　
・　
地　
下　
鉄　
や　
鉄　
道　
な　
ど　
の　
公　
共　
交　
通　
を　
も　
っ　
と　
整　
備　
す　
べ　
き　
だ　
…　

約　
69  
％

カ　
・　
地　
域　
の　
足　
と　
な　
る　
バ　
ス　
な　
ど　
地　
域　
の　
公　
共　
交　
通　
を　
整　
備　
す　
べ　
き　
だ　

…
約　
70  
％

「首都圏の社会資本整備と東京外かく環状道路（外環）に関するアンケート調査」の概要

大　
量　
の　
ク　
ル　
マ　
の　
通　
行　
と　
渋　
滞　
に　
よ　

る　
大　
気　
汚　
染　
な　
ど　
生　
活　
環　
境　
の　
悪　
化　

に　
つ　
い　
て　
「　
問　
題　
が　
あ　
る　
と　
思　
う　
」　
と　

答
え　
て　
い　
る
人
が
約　
97  
％　
。　

【　
問　
６　
】　
幹　
線　
道　
路　
な　
ど　
の　
沿　
道　
で　
は　
大　
量　
の　
ク　
ル　
マ　
の　
通　
行　

と　
こ　
れ　
に　
伴　
う　
渋　
滞　
に　
よ　
り　
、　
大　
気　
汚　
染　
や　
騒　
音　
な　
ど　
生　
活　
環　
境　
が　

悪　
化　
し　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
こ　
の　
よ　
う　
な　
生　
活　
環　
境　
の　
悪　

化　
に　
つ　
い　
て　
あ　
な　
た　
は　
ど　
の　
よ　
う　
に　
思　
い　
ま　
す　
か　
。　
次　
の　
中　
か　
ら　
１　

つ　
だ
け
選
ん　
で
○
を　
つ　
け　
て
下
さ　
い
。　

地　
域　
に　
必　
要　
な　
施　
設　
は　
、　「　
歩　
道　
」　
や　

「　
福　
祉　
厚　
生　
・　
医　
療　
関　
係　
施　
設　
」　、　「　
地　

域
の
道
路　
（
生
活
道
路
）」　。　

地
域　
で　
整
備
が
必
要
な
施
設
は　
―
―

●
歩
道
…　
44  
・　
5  
％

●
福
祉
厚
生　
・　
医
療
関
係
施
設　
（
保
育
所
、　

老　
人　
ホ　
ー　
ム　
、　
デ　
イ　
サ　
ー　
ビ　
ス　
セ　
ン　
タ　
ー　
、　

病
院
な
ど
）　…　
43  
・　
0  
％

●
地
域　
の　
道
路　
（
生
活
道
路
）　…　
41  
・　
0  
％

●
駅
前　
の　
拠
点
整
備　
（
商
店
街
や
公
益
施

設　
の　
整
備
）　
…　
35  
・　
8  
％

●
鉄
道
、　
地
下
鉄
、　
バ　
ス
な
ど
地
域
の

交
通
機
関
…　
26  
・　
2  
％

●
緑
地
…　
25  
・　
8  
％

●
防
災
施
設　
（
避
難
所
、　
備
蓄
基
地
な
ど
）　

…　
24  
・　
7  
％

●
公
園
…　
22  
・　
6  
％

●
幹
線
道
路
…　
20  
・　
7  
％

【　
問　
９　
】　
あ　
な　
た　
の　
お　
住　
ま　
い　
の　
地　
域　
で　
整　
備　
が　
必　
要　
と　
思　
わ　
れ　

る　
施　
設　
は　
何　
で　
す　
か　
。　
次　
の　
中　
か　
ら　
5  
つ　
以　
内　
ま　
で　
選　
ん　
で　
◯　
を　
つ　

け　
て
下
さ　
い　
。　

渋　
滞　
に　
よ　
る　
大　
気　
汚　
染　
や　
騒　

音　
な　
ど　
生　
活　
環　
境　
の　
悪　
化　
に　
つ　

い　
て　
―
―

●　
非　
常　
に　
問　
題　
が　
あ　
る　
と　
思　

う
…　
61  
・　
9  
％　

●　
問　
題　
が　
あ　
る　
と　
思　
う　
…　

35  
・　
2  
％　

合　
わ　
せ　
て　
97  
・　
1  
％　
の　
人　
が　
問　

題　
が　
あ　
る　
と　
し　
て　
い　
ま
す　
。　
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「　
外　
環　
」　
を　
「　
詳　
し　
く　
」　
あ　
る　

い　
は　
「　
あ　
る　
程　
度　
」　
知　
っ　
て　

い　
る
人
は
約
45
％
。

7
区　
市　
民　
で　
「　
ル　
ー　
ト　
を　

知　
っ　
て　
い　
る　
」　
人　
は　
約　
49  
％　
。　

東　
京　
都　
区　
間　
の　「　
外　
環　
」　の　
ル　
ー　
ト　
を　
「　
詳　
し　
く　

知　
っ　
て　
い　
る　
」　
が　
5  

・　
6  

％　
、　「　
あ　
る　
程　
度　
知　
っ　
て　
い　

る　
」　
が　
43  
・　
0  

％　
で　
あ　
り　
、　
合　
わ　
せ　
て　
48  
・　
6  

％　
の　

人
が　
ル　
ー　
ト
を
知　
っ　
て　
い　
る　
。　

7
区　
市　
民　
で　
「　
外　
環　
」　
は　
地　
下　
構　

造　
を　
基　
本　
と　
し　
て　
検　
討　
し　
て　
い　

る　
こ　
と　
に　
つ　
い　
て　
、　「　
知　
っ　
て　
い　

た
」　
人
は
約
30  
％　

で
あ
る
。　

「　
外　
環　
」　
の　
こ　
と　
を　
「　
も　
っ　
と　
知　
り　

た　
い　
」　
と　
思　
う　
人　
は　
約　
54  
％　
、　「　
知　

り　
た　
い　
と　
思　
わ　
な　
い　
」　
人　
は　
約　

【　
問　
12
】　
東　
京　
都　
内　
で　
は　
、　
関　
越　
道　
（　
大　
泉　
）　
か　
ら　
東　
名　

高　
速　
間　
「　
東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　
（　
外　
環　
）　
」　
が　
計　
画　
さ　
れ　
て　
い　
ま　

す　
が　
、　
こ　
の　
計　
画　
に　
つ　
い　
て　
あ　
な　
た　
は　
ど　
の　
程　
度　
ご　

存　
じ　
で　
す　

か　
。　
次　
の
中
か　
ら　
１　
つ　
だ　
け
選
ん　
で　
○
を　
つ　
け　
て
下
さ　
い　
。　

【　
問　
14  
】　
「　
外　
環　
」　
の　
関　
越　
道　
か　
ら　
東　
名　
高　
速　
間　
の　
都　
市　

計　
画　
決　
定　
さ　
れ　
て　
い　
る　
ル　
ー　
ト　
を　
ご　
存　
じ　
で　
す　
か　
。　
次　

の　
中　
か　

ら
１　
つ　
だ
け
選
ん　
で
○
を　
つ　
け　
て
下
さ　
い
。　

（
７
区
市
民
の
み
2
8
3
9

人
を
対
象
と
し
た
質
問
）

【　
問　
15
】　
こ　
の　
「　
外　
環　
」　
の　
東　
京　
都　
区　
間　
に　
つ　
い　
て　
、　
当　
初　
計　
画　
の　
高　

架　
構　
造　
を　
見　
直　
し　
、　
地　
下　
構　
造　
を　
基　
本　
と　
し　
て　
検　
討　
し　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
す　
。　

こ　
の　
こ　
と　
に　
つ　
い　
て　
ご　
存　
じ　
で　
し　
た　
か　
。　
次　
の　
中　
か　
ら　
１　
つ　
だ　
け　
選　
ん　
で　
○　

を　
つ　
け　
て
下
さ　
い
。　

（
７
区
市
民
の
み
2
8
3
9

人
を
対
象
と
し
た
質
問
）

【　
問　
17
】　
あ　
な　
た　
は　
「　
外　
環　
」　
の　
こ　
と　
に　
つ　
い　
て　
、　
も　
っ　
と　
知　
り　
た　

い　
と　
思　
い　
ま　
す　
か　
。　
次　
の　
中　
か　
ら　
１　
つ　
だ　
け　
選　
ん　
で　
○　
を　
つ　
け　
て　
下　
さ　
い　
。　

【　
問　
21
】　
関　
越　
道　
（　
大　
泉　
）　
か　
ら　
東　
名　
高　
速　
の　
東　
京　
都　
区　
間　
の　
「　
外　
環　
」　

計　
画　
に　
つ　
い　
て　
、　「　
新　
し　
い　
検　
討　
方　
法　
」　
で　
検　
討　
を　
行　
う　
こ　
と　
を　
考　
え　
て　
い　
ま　
す　

が　
、　
あ　
な　
た　
は　
こ　
の　
こ　
と　
に　
つ　
い　
て　
ど　
の　
よ　
う　
に　
思　
い　
ま　
す　
か　
。　
次　
の　
中　
か　
ら　

１　
つ　
だ
け
選
ん　
で
○
を　
つ　
け　
て
下
さ　
い
。　

【問２２】「新しい検討方法」で「外環」の検討を行う場合、どのような人々を対象にして情報を提供したり意見を募集

するべきだと思いますか。次の中から１つだけ選んで○をつけて下さい。

【問２１-２】「新しい検討方法」で検討を行うことに反対する理由はどのようなことですか。優先度が高いものか

ら順に３つ以内まで選んでその番号を回答欄に記入して下さい。
（問２１で「『新しい検討方法』に賛成できないので、検討を行わないほうがよい」「どんな検討方法であっても、検討を行うべきでない」と答えた人

429人のみを対象）

（
注
）　

新
し
い
検
討
方
法
と
は

都　
市　
計　
画　
や　
環　
境　
ア　
セ　
ス　
メ　
ン　
ト　
な　
ど　
の　
手　
続　
き　
に　
入　
る　

前　
の　
計　
画　
づ　
く　
り　
の　
初　
期　
の　
段　
階　
か　
ら　
、　
関　
係　
す　
る　
自　
治　
体　
や　
地　
域　
住　

民　
の　
方　
々　
な　
ど　
多　
方　
面　
の　
人　
々　
に　
対　
し　
、　
広　
く　
情　
報　
を　
公　
表　
し　
、　
情　
報　

を　
共　
有　
し　
た　
上　
で　
、　
ワ　
ー　
ク　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
、　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
調　
査　
な　
ど　
多　
様　
な　
手　

段　
で　
、　
意　
見　
や　
意　
向　
を　
把　
握　
し　
、　
そ　
の　
結　
果　
を　
分　
類　
、　
整　
理　
し　
て　
公　
表　
す　

る　
な　
ど　
、　
住　
民　
と　
行　
政　
の　
双　
方　
向　
の　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
ケ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
活　
動　
を　
展　
開　

し　
、　
そ
れ
ら　
を
計
画
づ　
く
り　
に
反
映
さ　
せ　
る　
こ
と
。　

（3）

東
京
都
区
間　
の　
「
外
環
」　
に　
つ　
い　
て　
『
新
し　
い　
検
討
方
法
』　
で

検
討
を
行
う　
こ　
と　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
地
域
に
よ　
っ　
て　
バ　
ラ　
つ　
き　
は

あ
る
も　
の　
の　
、　
全
体
と　
し　
て　
「
検
討
を
行
う　
べ　
き　
で　
あ
る
」　
と　

い　
う
意
見
は　
33  
・　
9  
％
、　「
内
容
や
進
め
方
に
よ　
っ　
て　
は　
、　
検
討

を
行　
っ　
て
も
よ　
い　
」　
と　
い　
う
意
見
は　
57  
・　
5  
％　
で　
あ
り
、　
合
わ

せ　
て　
91  
・　
4  
％　
で
あ
る
。　

「
新
し　
い
検
討
方
法
」　
に　
つ　
い　
て

伺
い　
ま
し
た
。　

「　
外　
環　
」　
の　
こ　
と　
に　
つ　
い　
て　
も　
っ　
と　
知　
り　
た　
い　
と　
思　
う　
か　
を　

聞　
い　
た　
と　
こ　
ろ　
、　「　
も　
っ　
と　
知　
り　
た　
い　
」　
が　
53  
・　
8  
％　
で　
あ　
り　
、　「　
あ　

ま　
り　
知　
り　
た　
い　
と　
思　
わ　
な　
い　
」　
が　
40  
・　
3  
％　
、　「　
ま　
っ　
た　
く　
知　
り　

た　
い　
と　
思　
わ　
な　
い　
」　
が　
4  
・　
5  
％　
で　
あ　
る　
。　
な　
お　
、　
７　
区　
市　（　
計　
）　

で　
は　
「　
も　
っ　
と　
知　
り　
た　
い　
」　
が　
63  
・　
1  
％　
と　
全　
体　
（　
53  
・　
8  
％　
）　を　

上
回　
っ　
て　
い　
る　
。　

【問２１-1】「新しい検討方法」で検討を行う場合、どのような内容や進め方が重要だと思われますか。優先度が高

いものから順に３つ以内まで選んでその番号を回答欄に記入して下さい。
（問２１で「『新しい検討方法』で検討を行うべきである」「内容や進め方によっては、『新しい検討方法』で検討を行ってもよい」と答えた人5 7 3 7人

のみを対象）
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し　
か　
し　
昭　
和　
45
年　
に　
、　
当　
時　
の　

建　
設　
大　
臣　
に　
よ　
っ　
て　
い　
わ　
ゆ　
る　
凍　
結　

宣　
言　
が　
な　
さ　
れ　
て　
か　
ら　
30
年　
間　
、　

皆　
様　
と　
話　
し　
合　
う　
環　
境　
、　
場　
を　
も　

て　
な　
か　
っ　
た　
こ　
と　
を　
非　
常　
に　
残　
念　
に　

思　
っ　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
間　
、　
皆　
様　
の　
ご　

心　
労　
、　
ご　
不　
便　
に　
対　
し　
て　
、　
余　
り　
あ　

る　
も　
の　
が　
あ　
る　
と　
理　
解　
し　
て　
い　
る　
。　

建　
設　
省　
と　
し　
て　
は　
、　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　

方　
々　
の　
意　
見　
を　
聞　
き　
な　
が　
ら　
、　
計　

画　
に　
反　
映　
し　
て　
い　
く　
計　
画　
づ　
く　
り　

を　
し　
て　
い　
こ　
う　
と　
東　
京　
都　
と　
と　
も　

に　
新　
し　
い　
道　
づ　
く　
り　
に　
取　
り　
組　
ん　

で　
い　
き　
た　
い　
と　
考　
え　
て　
い　
る　
。　」　と　
の　

挨
拶
を　
し　
ま　
し　
た　
。　

住
民
団
体　
の
意
見
表
明

続　
い　
て　
、　
出　
席　
し　
た　
住　
民　
団　
体　

の　
代　
表　
が　
順　
次　
意　
見　
を　
表　
明　
し　
ま　

し　
た　
。　

外　
環　
道　
路　
反　
対　
連　
盟　
の　
濱　
本　
代　

表　
幹　
事　
は　「　
連　
盟　
は　
い　
か　
な　
る　
構　
造　

で　
も　
、　
こ　
の　
場　
所　
、　
ル　
ー　
ト　
に　
は　
環　

状　
道　
路　
は　
い　
ら　
な　
い　
と　
考　
え　
て　
い　

る　
。　
計　
画　
発　
表　
か　
ら　
都　
市　
計　
画　
決　

定　
ま　
で　
の　
経　
過　
に　
つ　
い　
て　
、　
住　
民　
を　

無　
視　
し　
た　
国　
、　
都　
の　
行　
為　
に　
対　
し　
、　

怒
り
を
覚
え　
る　
。　

外
環　
の
東
京
都
部
分
に　
つ　
い　

て　
は　
、　
現
在
、　
計
画
は
凍
結
中
で

あ
り
、　
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以

下　
の
状
態
で
も
な　
い　
。　
根
本
建

設
大
臣
は　
『
大
多
数　
の
住
民　
の
納

得
を
う
け
る
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト
を　
つ　

く
る　
こ　
と
を
指
示
』　
し　
て　
い　
る
と

発
言
し　
て　
お
り
、　
こ　
の
条
件
が
満

た　
さ
れ
な　
い　
限
り
凍
結
解
除
は　

で　
き
な　
い　
と
考
え　
て　
い　
る
。　
根
本

建
設
大
臣
が
発
言
し　
た　
、　『
大
多

数　
の
住
民
が
納
得
で　
き　
る
計
画

案
』　
は　
、　
今
日
ま　
で
何
一　
つ　
正
式

に
明
示
さ
れ
て　
い　
な　
い　
。　

平　
成　
３　
年　
、　
衆　
議　
院　
予　
算　
委　
員　

会　
で　
、　
建　
設　
省　
道　
路　
局　
長　
が　
、　『　
現　

在　
の　
高　
架　
の　
道　
路　
計　
画　
が　
そ　
の　
ま　

ま　
使　
え　
る　
と　
は　
思　
っ　
て　
い　
な　
い　
』　と　
、　

高　
架　
計　
画　
の　
断　
念　
を　
発　
言　
し　
て　
お　

り　
、　
国　
は　
、　
高　
架　
構　
造　
で　
の　
実　
行　
は　

出　
来　
な　
い　
こ　
と　
を　
明　
確　
に　
し　
て　
い　

る　
。　
ま　
た　
、　
練　
馬　
区　
か　
ら　
世　
田　
谷　
区　

ま　
で　
は　
計　
画　
決　
定　
し　
て　
い　
る　
が　
、　
世　

田　
谷　
区　
か　
ら　
大　
田　
区　
ま　
で　
は　
未　
だ　

に　
調　
査　
中　
と　
い　
う　
の　
は　
、　
住　
民　
を　
バ　

カ　
に　
し　
た　
行　
為　
で　
あ　
り　
、　
こ　
れ　
で　
は　

環
状
道
路　
に　
な　
ら　
な　
い　
。　

以
上
か　
ら
、　
国
、　
都
は
、　
都
市

計
画
決
定
通
り
に　
つ　
く
れ
な　
い　

こ　
と
を
認
め
、　
高
架
の
計
画
を

断
念
し　
た
以
上
、　
こ　
の
道
路
計
画

は
誤
り
で
あ
る　
こ　
と
を
ま
ず
反

省
し　
、　
責
任
を
明
確
に　
し　
た
上

で　
、　
計
画
を
白
紙
に
戻
し　
、　
住
民

と
国
、　
都
は
信
頼
を
回
復
し　
て　

ゼ　
ロ　
か　
ら
出
発
す　
べ　
き　
で
あ
る
。
」　

と　
６
項
目
に　
つ　
い　
て
意
見
を
述　
べ　

ま
し
た
。　

こ　
の　
後　
各　
出　
席　
者　
か　
ら　
、　
大　
気　

汚　
染　
、　
交　
通　
渋　
滞　
、　
自　
然　
環　
境　
保　

全　
な　
ど　
の　
立　
場　
か　
ら　
外　
環　
計　
画　
に　

反　
対　
の　
意　
見　
の　
表　
明　
が　
行　
わ　
れ　
ま　

し　
た　
。　

こ　
れ
を
う
け　
て
東
京
都　
の
成

戸
局
長
よ
り　
「
皆
様
方
か　
ら
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
初
め　
て　
こ　
う

し　
た
形
で
直
接
伺
わ
せ　
て　
い　
た　

だ　
い　
た　
。　
も　
っ　
と
早
く
す　
べ　
き　
で

あ　
っ　
た　
と
感
じ　
て　
い　
る
。　
建
設
に　

つ　
い　
て　
は
地
元　
の
ご
理
解
を　
い　
た　

だ
く　
の　
が
不
可
欠
で
あ
る
」　
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。　

ま　
た　
、　
建　
設　
省　
の　

田　
局　
長　
よ　

り　
「　
住　
民　
の　
皆　
様　
方　
と　
一　
緒　
に　
考　

え　
て　
い　
く　
こ　
と　
が　
非　
常　
に　
大　
事　
だ　

と　
思　
っ　
て　
い　
る　
。　
今　
後　
引　
き　
続　
き　
意　

見　
交　
換　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
き　
な　
が　
ら　
、　

お　
互　
い　
信　
頼　
し　
う　
る　
関　
係　
を　
築　
い　

て　
い　
き　
た　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　
る　
。　
」　
と　
の　

発
言　
が
あ
り
ま　
し　
た　
。　

都　
市　
計　
画　
決　
定　
以　
来　
、　
初　
め　
て　

行　
わ　
れ　
た　
こ　
の　
日　
の　
話　
し　
合　
い　
は　
、　

三　
鷹　
市　
役　
所　
に　
お　
い　
て　
、　
午　
後　
３　
時　

よ　
り　
約　
２　
時　
間　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

建　
設　
省　
か　
ら　
関　
東　
地　
方　
建　
設　
局　

田　
　　
彦　
局　
長　
な　
ど　
４　
名　
、　
東　
京　

都　
か　
ら　
都　
市　
計　
画　
局　
成　
戸　
寿　
彦　
局　

長　
（　
都　
技　
監　
）　な　
ど　
４　
名　
が　
出　
席　
し　

ま　
し　
た　
。　

住　
民　
団　
体　
か　
ら　
は　
、　
外　
環　
道　
路　

反　
対　
連　
盟　
の　
濱　
本　
勇　
三　
代　
表　
幹　
事　

な　
ど　
、　
合　
計　
20  
名　
が　
出　
席　
し　
ま　
し　

た　
。　
ま　
た　
、　
沿　
道　
7  
区　
市　
の　
担　
当　

者　
が　
オ　
ブ　
ザ　
ー　
バ　
ー　
と　
し　
て　
参　
加　

し　
ま　
し　
た　
。　

話　
し　
合　
い　
は　
、　
東　
京　
都　
か　
ら　
行　

政　
と　
住　
民　
の　
話　
し　
合　
い　
の　
第　
一　
歩　

と　
し　
て　
、　
外　
環　
道　
路　
反　
対　
連　
盟　
、　
外　

環　
道　
路　
反　
対　
連　
盟　
練　
馬　
外　
環　
道　
路　

反　
対　
同　
盟　
、　
上　
石　
神　
井　
三　
丁　
目　
外　

環　
を　
考　
え　
る　
会　
、　
上　
石　
神　
井　
住　
民　

の　
会　
、　
石　
神　
井　
住　
民　
の　
会　
、　
上　
石　

神　
井　
商　
店　
街　
振　
興　
組　
合　
（　
欠　
席　
）　と　

上　
石　
神　
井　
町　
会　
（　
欠　
席　
）　に　
呼　
び　
か　

け　
て　
行
わ
れ
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
７
団
体
は
、　
昨
年
10  
月

6
日
に
石
原
東
京
都
知
事
が
現

地
を
視
察
し
た
際
、　
石
原
都
知

事
に
要
望
書
等
を
提
出
し
た
団

体
で
す　
。　

東
京
都
と
建
設
省　
の
挨
拶

話
し
合　
い　
は
出
席
者　
の
紹
介

に
続
き
、　
東
京
都　
の
成
戸
都
市
計

画
局
長
よ
り　「
東
京
都
と　
し　
て　
は　
、　

東
京　
の　
ま
ち
全
体　
の　
こ　
と
を
考

え
れ
ば
、　
外
環
は　
ぜ　
ひ　
と
も
必
要

な
イ　
ン　
フ　
ラ　
で　
あ
る
と
考
え　
て　
い　

る
が　
、　
そ
れ
を
実
現
さ　
せ　
て　
い　
く

た　
め　
に　
は　
、　
当
然
な
が　
ら
沿
線
７

区
市　
の
住
民　
の
方
々　
の　
ご
理
解

を　
い　
た　
だ
く　
こ　
と　
が
不
可
欠
で
あ

る
。　
今
後
、　
外
環　
の
構
造
を
現
在　

の
高
架
方
式
か　
ら
地
下
方
式
に

変
更
す
る　
こ　
と
を
基
本
と　
し　
て　
、　

皆
様
方　
の　
ご
意
見
を
伺　
っ　
て　
ま　
い　

り
た　
い　
と
考
え　
て　
い　
る
。　
様
々　
な

理
由
に
よ
り
、　
計
画
が
長
期
間

止
ま　
っ　
た　
ま
ま　
で　
あ　
っ　
た　
こ　
と　
に　

つ　
い　
て　
は　
、　
都
と　
し　
て
皆
様
方
に

大
変
迷
惑
を
か　
け　
て　
い　
る
と
感
じ　

て　
い　
る
。　
も　
っ　
と
早　
い　
段
階
で
皆

様
方
と　
こ　
の　
よ
う
な
場
を
持　
つ　
こ　

と　
が　
で　
き
な　
か　
っ　
た　
こ　
と　
に　
つ　
い　

て
率
直
に
反
省
を
し　
て　
お
り
、　
今

回　
の
話
し
合　
い　
の
場
も
、　
こ　
う
し　

た
過
去　
の
反
省　
の
上
に　
た　
っ　
て　
お

り
、　
皆
様
方　
の
意
見
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
、　
そ　
の
疑
問
に
答
え　
て　
い　

く　
こ　
と　
が
行
政　
の
責
務
で　
あ
る

と
考
え　
て　
い　
る
。
」　
と　
の
挨
拶
を

し
ま
し
た　
。　

続　
い　
て　
、　
建　
設　
省　
関　
東　
地　
方　
建　

設　
局　
の　

田　
局　
長　
が　「　
生　
活　
、　
経　
済　

活　
動　
を　
支　
え　
る　
基　
盤　
施　
設　
で　
あ　
る　

広　
域　
交　
通　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
づ　
く　
り　
は　

都　
市　
の　
再　
編　
を　
図　
る　
た　
め　
に　
も　
非　

常　
に　
大　
切　
で　
あ　
り　
、　
首　
都　
圏　
の　
交　

通　
基　
盤　
づ　
く　
り　
と　
し　
て　
、　
３　
つ　
の　
環　

状　
道　
路　
と　
９　
つ　
の　
放　
射　
道　
路　
か　
ら　

な　
る　
自　
動　
車　
専　
用　
道　
路　
網　
を　
提　
唱　

し　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　
な　
か　
で　
最　
も　
根　
幹　

を　
な　
す　
も　
の　
が　
外　
環　
で　
は　
な　
い　
か　

と
思　
っ　
て　
い　
る
。　

地元の住民団体と東京都・建設省の

話話しし合合いい行行わわれれるる

（4）

世田谷区砧総合支所で行われた第2回目の話し合い

話
し
合
い　
の
第
一
歩
と
し　
て

﹇
４
月
28
日
の
話
し
合　
い
﹈　

4月2 8日と7月2 8日に

第　
２　
回　
目　
の　
話　
し　
合　
い　
は　
７　
月　

28
日　
（　
金　
）　、　
世　
田　
谷　
区　
砧　
総　
合　
支　

所　
に　
お　
い　
て　
、　
午　
後　
６　
時　
30
分　
よ　

り　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
席　
上　
、　
東　
京　

都　
の　
成　
戸　
局　
長　
が　
「　
皆　
様　
方　
の　
ご　

意　
見　
に　
ま　
だ　
す　
べ　
て　
答　
え　
る　
も　
の　

に　
な　
っ　
て　
い　
な　
い　
が　
、　
現　
時　
点　
で　
答　

え　
ら　
れ　
る　
も　
の　
に　
つ　
い　
て　
、　
回　
答　

を　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
く　
。　
こ　
の　
話　
し　

合　
い　
が　
外　
環　
問　
題　
の　
解　
決　
の　
糸　
口　

に　
な　
る　
よ　
う　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
の　
公　
共　

事　
業　
を　
考　
え　
る　
上　
で　
先　
駆　
的　
な　
取　

り　
組　
み　
と　
な　
る　
よ　
う　
引　
き　
続　
き　
議　

論　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
。　」　
と　
発　
言　
し　
ま　

し
た　
。　

ま　
た　
建　
設　
省　
の　
　　
田　
局　
長　
か　
ら　

は　「　
前　
回　
、　
皆　
様　
方　
の　
ご　
意　
見　
を　
拝　

聴　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
き　
、　
意　
見　
交　
換　
の　

大　
切　
さ　
と　
言　
う　
も　
の　
を　
改　
め　
て　
痛　

感　
さ　
せ　
ら　
れ　
た　
。　
本　
日　
は　
、　
私　
ど　
も　

な　
り　
に　
精　
一　
杯　
の　
回　
答　
を　
持　
っ　
て　

き　
た　
つ　
も　
り　
で　
あ　
り　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　
意　

見　
交　
換　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
。　
」　

と　
の　
発
言
が　
あ
り
ま　
し　
た　
。　

続　
い　
て　
東　
京　
都　
都　
市　
計　
画　
局　
山　

下　
技　
監　
よ　
り　
、　
４　
月　
の　
話　
し　
合　
い　

で　
出　
さ　
れ　
た　
住　
民　
団　
体　
側　
か　
ら　
の　

質　
問　
に　
つ　
い　
て　
、　
回　
答　
が　
な　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
。　

東
京
都
と
建
設
省　
の　
回
答

昭　
和　
41
年　
の　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
手　

続　
き　
が　
、　
一　
方　
的　
で　
あ　
っ　
た　
と　
い　
う　

ご　
批　
判　
に　
対　
し　
て　
は　
、　「　
行　
政　
と　
し　

て　
率　
直　
に　
反　
省　
し　
、　
今　
後　
は　
、　
十　
分　

住　
民　
の　
方　
々　
の　
ご　
意　
見　
を　
伺　
う　
と　

共　
に　
ご　
理　
解　
が　
得　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
努　

め　
て　
い　
き　
た　
い　
。　」　

さ　
ら　
に　
、　「　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
後　
、　

長　
い　
時　
間　
も　
経　
過　
し　
、　
地　
域　
の　
状　

況　
も　
大　
き　
く　
変　
化　
し　
技　
術　
も　
革　
新　

さ　
れ　
て　
き　
た　
こ　
と　
な　
ど　
か　
ら　
、　
今　

後　
、　
原　
点　
に　
立　
ち　
戻　
っ　
て　
住　
民　
の　

方　
々　
の　
意　
見　
を　
、　
都　
市　
計　
画　
や　
環　

境　
ア　
セ　
ス　
メ　
ン　
ト　
な　
ど　
の　
手　
続　
に　
入　

る　
前　
の　
計　
画　
の　
初　
期　
段　
階　
か　
ら　
、　

十　
分　
に　
お　
聞　
き　
し　
計　
画　
の　
見　
直　
し　

を　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
。　」　

見
直　
し　
に　
あ
た　
っ　
て　
は　
、　

「　
一　．　

外　
環　
の　
整　
備　
は　
必　
要　
で　
あ　

る　
と　
考　
え　
て　
い　
る　
が　
、　
そ　
の　
必　
要　
性　

に　
つ　
い　
て　
も
議
論　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
。　

二　．　
ル　
ー　
ト　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
今　
後　

さ　
ら　
に　
話　
し　
合　
い　
を　
さ　
せ　
て　
い　
た　

だ　
き　
た　
い　
と　
考　
え　
て　
い　
る　
が　
、　
こ　
れ　

ま　
で　
法　
に　
基　
づ　
く　
私　
権　
の　
制　
限　
を　

し　
て　
き　
た　
こ　
と　
や　
、　
ル　
ー　
ト　
近　
傍　
地　

域　
の　
土　
地　
利　
用　
も　
相　
当　
進　
展　
し　
て　

い　
る　
こ　
と　
に　
も　
配　
慮　
せ　
ざ　
る　
を　
得　

な　
い　
と
考
え　
て　
い　
る　
。　

三　．　

構　
造　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
周　
辺　
へ　

の　
影　
響　
が　
極　
力　
少　
な　
く　
な　
る　
よ　
う　

に　
、　
地　
下　
構　
造　
に　
し　
て　
い　
き　
た　
い　

と　
考　
え　
て　
い　
る　
。　
今　
後　
は　
、　
そ　
れ　

ぞ　
れ　
の　
地　
域　
の　
特　
性　
を　
踏　
ま　
え　
、　

地　
上　
部　
へ　
の　
影　
響　
が　
少　
な　
く　
な　
る　

よ　
う　
な　
シ　
ー　
ル　
ド　
構　
造　
を　
可　
能　
な　

限　
り　
採　
用　
す　
る　
こ　
と　
を　
検　
討　
の　
対　

象　
に　
加　
え　
て　
い　
き　
た　
い　
。　
そ　
の　
際　
、　

Ｊ　
Ｃ　
Ｔ　
や　
Ｉ　
Ｃ　
を　
つ　
く　
る　
場　
合　
に　

は　
、　
ボ　
ッ　
ク　
ス　
構　
造　
が　
さ　
け　
ら　
れ　
な　

い　
と　
い　
う　
制　
約　
が　
あ　
る　
。　
な　
お　
、　
具　

体　
的　
な　
深　
さ　
、　
構　
造　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

早　
急　
に　
た　
た　
き　
台　
と　
な　
る　
案　
を　
お　

示　
し　
た　
い　
。　

四　．　
Ｊ　
Ｃ　
Ｔ　
に　
つ　
い　
て　
は　
関　
越　
道　
、　

中　
央　
道　
、　
東　
名　
高　
速　
と　
の　
接　
続　
を　

考　
え　
て　
い　
る　
が　
、　
Ｉ　
Ｃ　
に　
つ　
い　
て　
は　

設　
置　
の　
有　
無　
に　
つ　
い　
て　
も　
検　
討　
の　

対
象
と　
し　
た　
い　
。　

五　．　

地　
上　
部　
の　
利　
用　
の　
あ　
り　
方　

に　
つ　
い　
て　
も　
、　
原　
計　
画　
で　
は　
、　
幹　
線　

街　
路　
が　
計　
画　
さ　
れ　
て　
い　
る　
区　
間　
も　

あ　
る　
が　
、　
地　
域　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
の　

考　
え　
方　
を　
踏　
ま　
え　
、　
計　
画　
の　
見　
直　

し　
を　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
。　
」　
と　
回　
答　
し　

ま　
し　
た　
。　

次
に
環
境
面
に
関　
し　
て　
、

「　
一　．　

地　
下　
水　
対　
策　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

影　
響　
を　
最　
小　
限　
に　
す　
る　
よ　
う　
積　
極　

的　
に　
対　
策　
を　
検　
討　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
。　

二　．　

ト　
ン　
ネ　
ル　
か　
ら　
の　
排　
出　
ガ　
ス　

に　
つ　
い　
て　
は　
、　
一　
般　
に　
、　
除　
塵　
処　
理　

を　
行　
っ　
た　
後　
、　
換　
気　
塔　
か　
ら　
排　
出　
す　

る　
方　
法　
が　
と　
ら　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　
さ　
ら　

に　
、　
二　
酸　
化　
窒　
素　
（　
Ｎ　
Ｏ　

２　

）　に　
つ　
い　

て　
は　
、　
低　
濃　
度　
脱　
硝　
技　
術　
の　
実　
用　

化
に　
も
努
め　
て　
い　
き　
た　
い　
。　

三　．　

ま　
た　
、　
デ　
ィ　
ー　
ゼ　
ル　
車　
か　
ら　

出　
る　
浮　
遊　
粒　
子　
状　
物　
質　
（　
Ｓ　
Ｐ　
Ｍ　
）　

を　
高　
効　
率　
で　
除　
去　
可　
能　
な　
集　
塵　
装　

置　
に　
つ　
い　
て　
も　
導　
入　
で　
き　
る　
よ　
う　

努
め　
て　
い　
き　
た　
い　
。　」　

さ　
ら　
に　
、　
東　
名　
高　
速　
か　
ら　
湾　
岸　

道　
ま　
で　
の　
計　
画　
に　
つ　
い　
て　
は　「　
今　
後　
、　

種　
々　
の　
調　
査　
を　
進　
め　
、　
湾　
岸　
道　
路　

ま　
で　
の　
環　
状　
道　
路　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
を　

形　
成　
し　
て　
い　
か　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　

地元を視察する石原東京都知事

（平成11年10月6日）

東
京
都
、　
建
設
省
か
ら
回
答

﹇
７
月
28
日　
の
話
し
合　
い
﹈　

い　
と　
考　
え　
て　
い　
る　
。　
」　
と　
回　
答　
し　
、　

最　
後　
に　
「　
本　
日　
お　
答　
え　
し　
て　
い　
な　
い　

も　
の　
に　
つ　
き　
ま　
し　
て　
も　
、　
早　
急　
に　
準　

備　
を　
進　
め　
、　
次　
回　
以　
降　
で　
き　
る　
だ　

け　
早　
い　
時　
期　
に　
お　
答　
え　
し　
て　
い　
き　

た　
い　
。　」　
と
発
言　
し　
ま　
し　
た　
。　

地
元
団
体
側　
の　
意
見

こ　
れ　
を　
受　
け　
た　
地　
元　
住　
民　
団　
体　

か　
ら　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　
内　
容　
の　
発　
言　

が　
あ
り
ま　
し　
た　
。　

「　
行　
政　
の　
回　
答　
は　
、　
一　
定　
の　
評　
価　

は　
す　
る　
。　
一　
歩　
進　
ん　
だ　
も　
の　
と　
感　

じ　
た　
。　
持　
ち　
帰　
り　
検　
討　
し　
た　
い　
。　

今　
後　
、　
よ　
り　
具　
体　
的　
に　
論　
議　
す　
る　

た　
め　
話　
し　
合　
い　
は　
継　
続　
し　
た　
い　
。　
し　

か　
し　
、　
十　
分　
に　
納　
得　
で　
き　
る　
状　
態　

で　
は　
な　
く　
、　
以　
下　
に　
つ　
い　
て　
も　
う　
一　

歩　
進　
ん　
だ　
回　
答　
を　
願　
い　
た　
い　
。　」　
と　

し　
て　
、　
次　
に　
よ　
う　
な　
要　
望　
が　
出　
さ　

れ
ま　
し　
た　
。　

一　．　

過　
去　
の　
反　
省　
と　
そ　
の　
責　
任　

の　
所　
在　
を　
ま　
ず　
明　
確　
に　
住　
民　
に　
示　

し　
て　
ほ　
し　
い　
。　

二　．　

原　
道　
路　
計　
画　
を　
白　
紙　
に　
戻　

し　
、　
ゼ　
ロ　
か　
ら　
の　
出　
発　
を　
す　
る　
こ　
と　

を
明
確
に
確
認　
し　
た　
い　
。　

三　．　
「　
凍　
結　
解　
除　
」　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

大　
変　
重　
み　
の　
あ　
る　
事　
柄　
で　
あ　
る　
の　

で　
、　
軽　
々　
し　
く　
取　
り　
扱　
わ　
な　
い　
よ　

う　
に　
し　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
。　

最　
後　
に　
、　
今　
後　
も　
話　
し　
合　
い　
を　

継　
続　
す　
る　
こ　
と　
を　
確　
認　
し　
て　
、　
第　

二　
回　
目　
の　
話　
し　
合　
い　
は　
終　
了　
し　
ま　

し　
た　
。　

東京都と建設省では、町会など、地域の皆様からの要請等を

受けて、外環の担当者が参加し、説明を行っております。今年

になって、これまでに参加した主な会合等は次のとおりです。

東京都、建設省の担当者が
住民の会合などに参加しています。

さ　
る　
４　
月　
28  
日　
（　
金　
）　、　
東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　
（　
外　
環　
）　に　
関　
す　
る　
地　
元　
の　
住　
民　
団　
体　
と　
の　

話　
し　
合　
い　
が　
、　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
以　
来　
は　
じ　
め　
て　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
日　
の　
話　
し　
合　
い　
で　
は　
、　
東　

京
都　
・　
建
設
省　
の　
挨
拶　
の　
後
、　
地
元　
の　
住
民
団
体　
の　
代
表
が　
意
見
を
表
明
し　
ま　
し　
た　
。　

続　
い　
て
７
月　
28  
日　
（
金
）　
２
回
目　
の　
話
し
合　
い　
が
行
わ
れ
、　
前
回　
の　
住
民
側
か　
ら　
の　
意
見

に
対
し　
て
、　
行
政
側
か
ら
回
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
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